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CERI 有害性評価書について 

 
化学物質は、私たちの生活に欠かせないものですが、環境中への排出などに伴い、ヒト

の健康のみならず、生態系や地球環境への有害な影響が懸念されています。有害な影響の

程度は、有害性及び暴露量を把握することにより知ることができます。暴露量の把握には、

実際にモニタリング調査を実施する他に、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管

理の促進に関する法律  (化学物質排出把握管理促進法) に基づく化学物質の排出量情報の

活用などが考えられます。  

CERI 有害性評価書は、化学物質評価研究機構 (CERI) の責任において、原版である化学

物質有害性評価書 (http://www.safe.nite.go.jp/data/sougou/pk_list.html?table_name=hyoka) を

編集したものです。実際に化学物質を取り扱っている事業者等が、化学物質の有害性につ

いて、その全体像を把握する際に利用していただくことを目的としています。 

予想することが困難な地球環境問題や新たな問題に対処していくためには、法律による

一律の規制を課すだけでは十分な対応が期待できず、事業者自らが率先して化学物質を管

理するという考え方が既に国際的に普及しています。こうした考え方の下では、化学物質

の取り扱い事業者は、法令の遵守はもとより、法令に規定されていない事項であっても環

境影響や健康被害を未然に防止するために必要な措置を自主的に講じることが求められ、

自らが取り扱っている化学物質の有害性を正しく認識しておくことが必要になります。こ

のようなときに、CERI 有害性評価書を活用いただければと考えています。 

CERI 有害性評価書は、化学物質の有害性の全体像を把握していただく為に編集したもの

ですので、さらに詳細な情報を必要とする場合には、化学物質有害性評価書を読み進まれ

ることをお勧めいたします。また、文献一覧は原版と同じものを用意し、作成時点での重

要文献を網羅的に示していますので、独自に調査を進める場合にもお役に立つものと思い

ます。 

なお、化学物質有害性評価書は、新エネルギー･産業技術総合開発機構 (NEDO) からの委

託事業である「化学物質総合評価管理プログラム」の中の「化学物質のリスク評価および

リスク評価手法の開発プロジェクト」において作成したものです。 
 
 

財団法人化学物質評価研究機構 
                              安全性評価技術研究所 
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1．化学物質の同定情報 

                
エチルベンゼン 物質名 
フェニルエタン 

化学物質排出把握管理促進法 政令号番号 1-40 
化学物質審査規制法 官報公示整理番号 3-28 
CAS登録番号 100-41-4 
構造式 
 

 
 
 
 
 
 

分子式 C8H10 
分子量 106.17 

 

 
2．我が国における法規制 

 
法 律 名 項  目 

化学物質排出把握管理促進法 第一種指定化学物質 
消防法 危険物第四類第二石油類 
労働安全衛生法 危険物引火性の物、名称等を通知すべき有害物 
大気汚染防止法 有害大気汚染物質 
高圧ガス保安法 可燃性ガス、毒性ガス 
海洋汚染防止法 有害液体物質 B 類 
船舶安全法 引火性液体類 
航空法 引火性液体 
港則法 引火性液体類 

 

 

3．物理化学的性状 

 
項   目 特 性 値 出   典 
外 観 無色液体    Merck, 2001 
融 点 -95.01℃ Merck, 2001 
沸 点 136.25℃  Merck, 2001 
引 火 点 18℃ (密閉式) 

21℃ (密閉式) 
IPCS, 1999; Merck, 2001 
NFPA, 2002 

発 火 点 432℃ IPCS, 1999 ; NFPA, 2002 
爆 発 限 界 1.0～6.7 vol% (空気中) 

0.8～6.7 vol% (空気中) 
IPCS, 1999 
NFPA, 2002 

比 重 0.866 (25℃/25℃) Merck, 2001 
蒸 気 密 度 3.66 (空気 = 1) 計算値 
蒸 気 圧 0.9 kPa (20℃)、1.6 kPa (30℃) Verschueren, 2001 
分 配 係 数 log Kow = 3.15 (測定値)、 

3.03 (推定値) 
SRC:KowWin, 2003 

CH2 CH3
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解 離 定 数 解離基なし  
土壌吸着係数 Koc = 164 (測定値) Gangolli, 1999 

水：152 mg/L (20℃) Vershueren, 2001 溶 解 性 
一般的な有機溶媒：混和 Merck, 2001 

ヘンリー定数 798 Pa･m3/mol (25℃、測定値) SRC:PhysProp, 2002 
換 算 係 数 
(気相、20℃) 

1 ppm = 4.42 mg/m3 

1 mg/m3 = 0.226 ppm 
計算値 

 

 

4．製造輸入量・用途情報  (表 4-1、表 4-2) 
 

表 4-1 製造・輸入量等 (トン) 
年 1999 2000 2001 2002 2003 

製造量 3,329,983  3,239,942 3,280,139 3,290,239 3,490,218 
輸入量 20  59 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 
輸出量 3  1 139 239  218  
国内使用量 3,330,000  3,240,000 3,280,000 3,290,000 3,490,000 

出典：製品評価技術基盤機構 (2006)、財務省 (2005) 

 

 

表 4-2 燃料油中の量 
燃料油の内需量 (2002 年度) 燃料油中のエチルベンゼン 

燃料油名 
(kL) (トン) 平均含有率 

(wt%) 推定含有量 (トン)

 プレミアムガソリン 9,100,000 注 1,注 2) 1.7 160,000 
 レギュラーガソリン 

59,917,000 
36,000,000 注 1,注 2) 1.4 500,000 

 灯油 30,626,000 25,000,000 注 1) 0.3 75,000 
 軽油 39,498,000 33,000,000 注 1) 0.04 13,000 
注 1：容量 (kL) と重量 (トン) の換算には次の換算係数を採用 (石油連盟, 2004) 

ガソリン；0.76 (トン/kL)、灯油；0.80 (トン/kL)、軽油；0.84 (トン/kL) 
注 2：プレミアムガソリンとレギュラーガソリンの内需量の比を 1:4 と仮定 
出典：石油通信社 (2004)、経済産業省, 環境省 (2004) 

 

 

エチルベンゼンは、原油の蒸留・精製により分離した灯油、軽油、ガソリン等の中に含まれ

る。2002 年度の燃料油の内需量 (石油通信社, 2004) を基に、プレミアムガソリンとレギュラー

ガソリンの内需比を 1：4 と仮定し、エチルベンゼンの平均含有量 (経済産業省, 環境省, 2004) を

用いて推定した燃料油に含まれるエチルベンゼンの量は、2002 年度では約 750,000 トンであっ

た。 

エチルベンゼンは、主にスチレンの合成原料として使用される。塗料、インキ、接着剤等の

溶剤に用いられる混合キシレンは、約 15%程度のエチルベンゼンを含む (化学工業日報, 2005)。 
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5．環境中運命 

5.1 大気中での安定性 (表 5-1) 

 

               表 5-1 対流圏大気中での反応性 
対 象 反応速度定数 (cm3/分子/秒) 濃 度 (分子/cm3) 半減期 

OH ラジカル 7.1×10-12 (25℃、測定値) 5×105～1×106 1～2 日 
オゾン データなし 
硝酸ラジカル 5.7×10-16 (25℃、測定値) 2.4×108～2.4×109 0.2～2 か月 
出典：SRC, AopWin Estimation Software, ver. 1.90. (反応速度定数) 

 

 

5.2 水中での安定性 

5.2.1 非生物的分解性 

エチルベンゼンは、加水分解を受けやすい化学結合がないので、水環境中では加水分解されな

い。 

 

5.2.2 生分解性 

エチルベンゼンは好気的条件下では生分解されやすく、嫌気的条件下でも誘導期間は長いが

生分解されると推定される。 

 

a 好気的生分解性 (表 5-2、表 5-3) 

 

表 5-2 化学物質審査規制法に基づく生分解性試験結果 
分解率の測定法 分解率 (%) 判定結果 

生物化学的酸素消費量 (BOD) 測定 0 注 1) 
0 注 1) 

高速液体クロマトグラフ (HPLC) 測定 
100 注 2) 

良分解性注 3 ) 

注 1：揮発性物質用改良型培養瓶を用いて試験を実施 
被験物質濃度：100 mg/L、活性汚泥濃度：30 mg/L、試 験 期 間 ：4 週間 

    注 2：開放系で試験を実施 
被験物質濃度：30 mg/L、活性汚泥濃度：100 mg/L、試 験 期 間 ：4 週間 

注 3：生分解性は、HPLC の結果等も含め、総合的に判断 
出典：通商産業省 (1990) 通商産業公報 (1990 年 12 月 28 日) 

 

 

表 5-3 その他の好気的生分解性試験結果 

試験方法 被試験物

質濃度 
試験期

間 分解率 出  典 

活性汚泥濃度 100 mg/L での試

験 
30 mg/L 14 日 81 ～ 126% 

(BOD) 
化学品検査協会, 1992 

ベンゼンで馴化した活性汚泥

を用いた Warburg-Respirometer
による試験  
(活性汚泥濃度 2,500 mg/L) 

500 mg/L 5 日 43% 
(BOD) 

Malaney & McKinney, 
1966 
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この他の好気的生分解性試験の結果 (Tabak et al., 1981 ; Wakeham et al., 1983) も、エチルベン

ゼンが容易に生分解されることを示している。 

また、生分解性に関する総説があり、未馴化の微生物を用いた場合のエチルベンゼンの分解

半減期は、好気的な条件下では 3～10 日としている (Howard et al., 1991)。 

 

ｂ 嫌気的生分解性 (表 5-4) 

 

表 5-4 嫌気的生分解性試験結果 
試験方法 被試験物質濃度 試験期間 分解率 出  典 

20 週間 0 %(GC) 
40 週間 74 %(GC) 

湿潤土壌由来のメタン発酵菌

を用いた試験 (17℃、暗所) 
0.27 mg/L 

120 週間 99 %以上(GC) 
40 週間 17.5 %(GC) 湿潤土壌由来のメタン発酵菌

を用いた試験 (17℃、暗所) 
(殺菌した対照試験) 

0.27 mg/L 

120 週間 27 %(GC) 

Wilson et al., 
1986 

石油精製の廃水処理設備から

の活性汚泥由来の微生物を用

いて硝酸還元条件下で培養を

行ったミクロコズム試験 

不明 不明 分解した Ball et al., 1991 

馴化条件下での試験 不明 110 日 分解せず Chou et al., 1979 
脱窒素条件下での試験 不明 11 週間 分解せず Bouwer & 

McCarty, 
1983,1984 

 

 

エチルベンゼンの生分解性に関する総説があり、未馴化の微生物を用いた分解半減期は、嫌

気的な条件下では 176～228 日としている (Howard et al., 1991)。 

 

5.3 環境水中での動態 

エチルベンゼンは、水に対する溶解度が 152 mg/L (20℃)、蒸気圧が 0.9 k Pa (20℃)、ヘンリー

定数が 798 Pa･m3/mol (25℃) である (3 章参照)。ヘンリー定数を基にした水中から大気中へのエ

チルベンゼンの揮散による消失半減期は、水深 1 m、流速 1 m/秒、風速 3 m/秒のモデル河川で

は 1.1 時間、水深 1 m、流速 0.05 m/秒、風速 0.5 m/秒のモデル湖水では 99 時間と推算される 

(Lyman et al., 1990)。 

エチルベンゼンの土壌吸着係数 (Koc) の値は 164 (3 章参照) であるので、水中の懸濁物質及

び底質には吸着され難いと推定される。 

以上のこと及び 5.2 の結果より、環境水中にエチルベンゼンが排出された場合は、環境水中

から大気中への揮散による除去は大きく、好気的条件下では容易に生分解により除去され、嫌

気的条件下でも誘導期間は長いが生分解により除去されると推定される。 
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5.4 生物濃縮性 (表 5-5) 

エチルベンゼンの水生生物への濃縮性は低いと推定される。 

 

表 5-5 濃縮試験結果 

生物種 濃度 
(mg/L) 

試験期間 
(日) 

生物濃縮係数 
(log BCF) 

出典 

キンギョ 不明 不明 1.9 Ogata et al., 1984 
ハマグリ 不明 不明 0.67 Nunes & Benville, 1979 

 

 

6．環境中の生物への影響 

6.1 水生生物に対する影響 

6.1.1 藻類に対する毒性 (表 6-1) 

淡水藻類のセレナストラムの生長阻害を指標とした 96 時間 EC50 は 3.6 mg/L であり、8 日間 

EC50 は 4.8 mg/L であった (Herman et al., 1990; Masten et al., 1994)。一方、クロレラ及びクラミ

ドモナスの光合成阻害における 3 時間 EC50 は、それぞれ、62.6 mg/L 及び 50.9 mg/L であった 

(Hutchinson et al., 1980)。 

海産珪藻スケレトネマの生長阻害を指標とした 96 時間 EC50 は 7.7 mg/L であった (Masten et 

al., 1994)。 

 

表 6-1 エチルベンゼンの藻類に対する毒性試験結果 

生物種 
試験法/ 
方式 

温度 
(℃) 

エンドポイント 
濃度 

(mg/L) 
文献 

淡水 
OECD 

201 
止水 

閉鎖系 

20±1 72 時間 EC50 生長阻害 
 

4.6 
(m) 

Galassi et al.,1988 

U.S. EPA, 
GLP 
止水 

閉鎖系 

20±1 96 時間 EC50 生長阻害 
 

3.6 
(m) 

Masten et al., 1994 

Selenastrum 
capricornutum1) 

(緑藻、ｾﾚﾅｽﾄﾗﾑ) 

止水 
閉鎖系 

ND 8 日間 EC50 生長阻害 4.8 
(m) 

Herman et al., 1990

Scenedesmus 
quadricauda 
(緑藻、ｾﾈﾃﾞｽﾑｽ) 
 

止水 
閉鎖系 

27 8 日間毒性閾値 2) 生長阻害 >160 
(n) 

Bringmann & Kuhn, 
1978b 

Chlorella vulgaris 
(緑藻、ｸﾛﾚﾗ) 
 

止水 
閉鎖系 

19 3 時間 EC50 光合成阻害 62.6 
(n) 

Huchinson et al., 
1980  

Chlamydomonas  
angulosa 
(緑藻、ｸﾗﾐﾄﾞﾓﾅｽ) 
 

止水 
閉鎖系 

 

19 3 時間 EC50 光合成阻害 50.9 
(n) 

Huchinson et al., 
1980 

Microcystis 
aeruginosa 
(藍藻、ﾐｸﾛｼｽﾃｨｽ) 
 

止水 
閉鎖系 

27 8 日間毒性閾値 2) 増殖阻害 33 
(n) 

Bringmann & Kuhn, 
1978b 
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生物種 
試験法/ 
方式 

温度 
(℃) 

エンドポイント 
濃度 

(mg/L) 
文献 

海水 
Skeletonema 
costatum 
(珪藻、ｽｹﾚﾄﾈﾏ) 

U.S. EPA, 
GLP 
止水 

閉鎖系 

20±1 96 時間 EC50 生長阻害 7.7 
(m) 

Masten et al., 1994 

(m): 測定濃度、(n): 設定濃度、閉鎖系: 試験容器や水槽にフタ等をしているが、ヘッドスペースはある状態

1) 現学名: Pseudokirchneriella subcapitata、2) 対照区と比較して 3％の影響を与える濃度 (EC3) 

 

 

6.1.2 無脊椎動物に対する毒性 (表 6-2) 

無脊椎動物に対するエチルベンゼンの急性毒性については、甲殻類を用いた試験報告がある。

淡水ではいずれも揮発性を考慮した試験であり、オオミジンコの遊泳阻害を指標とした 24 時間

EC50又は 48時間EC50は 1.81～2.9 mg/L (Galassi et al., 1988; MacLean and Doe, 1989; Vigano, 1993)、

48 時間 LC50 は 2.1～13.9 mg/L であった (Abernethy et al., 1986; Bobra et al., 1983; MacLean and 

Doe, 1989)。また、ネコゼミジンコ属の一種 (Ceriodaphnia dubia) に対する 48 時間 LC50 は 3.2 

mg/L であった (Niederlehner et al., 1998)。 

海産種のブラインシュリンプ、ベイシュリンプに対する 24 時間 LC50 又は 48 時間 LC50 は 1.9

～15.4 mg/L であり (Abernethy et al., 1986; Benville and Korn, 1977; MacLean and Doe, 1989)、96

時間 LC50 は、ベイシュリンプでは 0.42 mg/L、ミシッドシュリンプでは 2.6 mg/L であった 

(Benville and Korn, 1977; Masten et al., 1994)。ベイシュリンプについての試験では止水式の開放

系で行われており、暴露終了時までに初期設定濃度の 38～99%以上が消失することが確かめら

れている。 

長期毒性としては、ネコゼミジンコ属の一種 (Ceriodaphnia dubia) を用いた繁殖試験の報告

があり、7 日間 NOEC が 1.0 mg/L であった (Niederlehner et al., 1998)。 

 

表 6-2 エチルベンゼンの無脊椎動物に対する毒性試験結果 

生物種 
大きさ/
成長段階 

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント 

濃度 
(mg/L) 

文献 

淡水 
ND OECD 

202 
止水 
密閉 

ND ND ND 24 時間 EC50 

遊泳阻害 
 

2.2 
(m) 

Galassi  
et al., 1988 

4-6 日齢 止水 
密閉 

23±2 ND 6-7 48 時間 LC50 

 
2.1 
(n) 

Abernethy  
et al., 1986; 
Bobra et al., 
1983 
 

ND 止水 
閉鎖系 

20-21 ND 7.8-
8.2

48 時間 LC50 

48 時間 EC50 

遊泳阻害 

13.9 
2.9 

 

MacLean & 
Doe, 1989 
 

Daphnia magna  
(甲殻類、 
ｵｵﾐｼﾞﾝｺ) 

ふ化後

24 時間

以内 

止水 
閉鎖系 
給餌 

20±1 150 ND 48 時間 EC50 

遊泳阻害 
1.81 
(m) 

Vigano, 1993
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生物種 
大きさ/
成長段階 

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント 

濃度 
(mg/L) 

文献 

Ceriodaphnia 
dubia 
(甲殻類、 
ﾈｺｾﾞﾐｼﾞﾝｺ属の

一種) 

生後 
24 時間

以内 

U.S. 
EPA 

半止水 
閉鎖系 
給餌 

25±1 68.3 7.6 48 時間 LC50 
7 日間 LC50 
7 日間 EC50 
7 日間 NOEC 

繁殖 

3.2 
3.6 
3.3 
1.0 
(m) 

Niederlehner 
et al., 1998 

海水 
ふ化幼生 止水 

密閉 
20±1 塩分濃度: 

30 0/00 
ND 24 時間 LC50 

 
15.4 
(n) 

Abernethy  
et al., 1986 

Artemia salina 
(甲殻類、 
ﾌﾞﾗｲﾝｼｭﾘﾝﾌﾟ) ND 止水 

閉鎖系 
23-24 塩分濃度: 

30 0/00 
7- 

7.4 
48 時間 LC50 

48 時間 EC50 

遊泳阻害 

11.0 
9.2 

MacLean & 
Doe, 1989 

Crangon 
franciscorum 
(甲殻類、 
ﾍﾞｲｼｭﾘﾝﾌﾟ、ｴﾋﾞ

ｼﾞｬｺ科) 

成体 
1.8 g 

止水 
 

16 塩分濃度: 
25 0/00 

ND 24 時間 LC50 

96 時間 LC50 
1.9 

0.42 
(m) 

Benville & 
Korn, 1977 

Americamysis 
bahia 
(甲殻類、 
ﾐｼｯﾄﾞｼｭﾘﾝﾌﾟ、

ｱﾐ科) 

ふ化後

24 時間

以内 

U.S. 
EPA, 
GLP 
流水 

 

25±1 塩分濃度: 
20 0/00 

8.0 96 時間 LC50 

96 時間 NOEC 
致死 

2.6 
1.0 
(m) 

Masten  
et al., 1994 

ND: データなし、(m): 測定濃度、(n): 設定濃度、閉鎖系: 試験容器や水槽にフタ等をしているが、ヘッドス

ペースはある状態、密閉: 試験容器上端まで試験液を満たしてヘッドスペースはない状態 

 

 

6.1.3 魚類に対する毒性 (表 6-3) 

淡水魚としては、ファットヘッドミノー、グッピー及びニジマスに対する急性毒性データが

ある。いずれの試験も揮発性を考慮して流水又は半止水式で試験を実施、あるいは測定濃度に

基づき算出しており、96 時間 LC50 はファットヘッドミノーでは 12.1 mg/L、グッピーでは 9.6 

mg/L、ニジマスでは 4.2 mg/L であった (Galassi et al., 1988; Geiger et al., 1986)。 

海水魚に関して、測定濃度に基づき算出した 96 時間 LC50 は、アトランティックシルバーサ

イドでは 5.1 mg/L、ストライプトバスでは 3.7 mg/L であった (Benville and Korn, 1977; Masten et 

al., 1994)。 

調査した範囲内では、エチルベンゼンの長期毒性に関する試験報告は得られていない。 

 

表 6-3 エチルベンゼンの魚類に対する毒性試験結果 

生物種 
大きさ/
成長段階 

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント 

濃度

(mg/L) 
文献 

淡水 
Pimephales 
promelas  
(ﾌｧｯﾄﾍｯﾄﾞﾐﾉｰ) 

ND 流水 26.1 45.6 7.4 96 時間 LC50 12.1 
(m) 

Geiger et 
al., 1986 

Poecilia 
reticulata 
(ｸﾞｯﾋﾟｰ) 

ND OECD 
203 

半止水 
閉鎖系 

21±1 ND ND 96 時間 LC50 9.6 
(m) 

Galassi  
et al., 1988
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生物種 
大きさ/
成長段階 

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント 

濃度

(mg/L) 
文献 

Oncorhynchus 
mykiss 
(ﾆｼﾞﾏｽ) 

ND OECD 
203 

半止水 
閉鎖系 

12±1 ND ND 96 時間 LC50 4.2 
(m) 

Galassi  
et al., 1988

海水 
Menidia 
menidia 
(ｱﾄﾗﾝﾃｨｯｸｼﾙﾊﾞ
ｰｻｲﾄﾞ、ﾄｳｺﾞﾛｳ

ｲﾜｼ科) 

平均体長

12 mm 
平均体重

8 mg 

U.S. 
EPA, 
GLP 
流水 

22±1 塩分濃度: 
20 0/00 

8.0-
8.5

96 時間 LC50 

96 時間 NOEC 
致死 

5.1 
3.3 
(m) 

Masten  
et al., 1994

Morone 
saxatilis 
(ｽﾄﾗｲﾌﾟﾄﾊﾞｽ、
ﾊﾀ科) 

稚魚 
平均体重

6.0 g 

止水 
 

16 塩分濃度: 
25 0/00 

ND 96 時間 LC50 3.7 
(m) 

Benville &
Korn, 1977

ND: データなし、 
(m): 測定濃度、閉鎖系: 試験容器や水槽にフタ等をしているが、ヘッドスペースはある状態 

 

 

6.2 環境中の生物への影響 (まとめ) 

エチルベンゼンの環境中の生物に対する毒性影響については、致死、遊泳阻害、生長阻害、

繁殖などを指標に検討が行われている。エチルベンゼンは揮発性が高いことから、水生生物に

関して信頼性の高いデータは、試験を流水や閉鎖系の半止水式で実施したもの、あるいは測定

した被験物質濃度に基づき毒性値を算出したものである。 

藻類については、緑藻のセレナストラムの生長阻害を指標とした 72 時間～8 日間 EC50 は 3.6

～4.8 mg/L であった。また、同じ緑藻であるクラミドモナス及びクロレラの光合成阻害を指標

とした EC50 は 50.9 及び 62.6 mg/L であった。海水種では珪藻であるスケレトネマの 96 時間 EC50

は 7.7 mg/L であった。セレナストラム及びスケレトネマに対する毒性値は、GHS 急性毒性有害

性区分 II に相当し、強い有害性を示す。NOEC についての試験報告は得られていない。 

無脊椎動物の急性毒性については、甲殻類を用いた試験報告がある。淡水ではオオミジンコ

に対する 24～48 時間 EC50 (遊泳阻害) は 1.81～2.9 mg/L であり、また、ネコゼミジンコ属の一

種 (Ceriodaphnia dubia) に対する 48 時間 LC50 は 3.2 mg/L であった。海水ではミシッドシュリ

ンプに対する 96 時間 LC50 が 2.6 mg/L であった。ミジンコ類やミシッドシュリンプでの毒性値

は、GHS 急性毒性有害性区分 II に相当し、強い有害性を示す。長期毒性については、ネコゼミ

ジンコ属の一種 (Ceriodaphnia dubia) を用いた繁殖試験の報告があり、7 日間 NOEC は 1.0 mg/L

であった。 

魚類の急性毒性については、淡水ではグッピー及びジマスに対する 96 時間 LC50 がそれぞれ

9.6 mg/L、4.2 mg/L、海水魚のアトランティックシルバーサイドの 96 時間 LC50 は 5.1 mg/L であ

り、これらの値は GHS 急性毒性有害性区分 II に相当し、強い有害性を示す。長期毒性につい

ての試験報告は得られていない。 

以上から、エチルベンゼンの水生生物に対する急性毒性は、藻類、甲殻類及び魚類に対して

GHS 急性毒性有害性区分 II に相当し、強い有害性を示す。長期毒性についての NOEC は、甲
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殻類では 1.0 mg/L である。 

得られた毒性データのうち水生生物に対する最小値は、甲殻類であるネコゼミジンコ属の一

種 (Ceriodaphnia dubia) の繁殖を指標とした 7 日間 NOEC の 1.0 mg/L である。 

 

 

7．ヒト健康への影響 

7.1 生体内運命 (図 7-1、表 7-1) 

ヒトにおいて、エチルベンゼン蒸気の吸入による吸収は速やかであるが、経皮吸収はほとん

どなく、水溶液からの皮膚吸収は遅い。また、ラットでは、液状エチルベンゼンの経口による

吸収は速やかであり、エチルベンゼン蒸気の吸入による吸収も速いが、液状エチルベンゼンの

経皮吸収は、ラット、マウスとも遅い。 

吸入暴露された動物の体内では、エチルベンゼンは肝臓、消化管、脂肪組織、肺及び腎臓に

分布する。吸入 (全身) 暴露されたヒトでは皮下脂肪に検出される。 

吸収されたエチルベンゼンは、主に、ヒトではマンデル酸とフェニルグリオキシル酸に、ラ

ットでは 1-フェニルエタノール、マンデル酸、安息香酸及び馬尿酸に代謝され、尿、糞中に排

泄される。ラットでは、吸入暴露 42 時間後に、体内吸収されたエチルベンゼンの体内残存量は

0.2％となり、大部分が尿、糞、呼気中に排泄される。ヒトの吸入暴露によるマンデル酸の尿中

排泄の結果から、ヒトにおいて 50 時間前後にはエチルベンゼンの大部分が排泄されるものと推

測される。 
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ω-ヒドロキシ
アセトフェノン

フェニルグリオキサール

マンデル酸 フェニルグリオキシル酸

安息香酸

CONHCH 2COOH

(グリシン抱合)　　

馬尿酸

グルクロン酸
抱合体

O

CH2 CH3

HO
4-エチルフェノール

 
 

図 7-1 エチルベンゼンの代謝経路 (Engstrom, 1984) 

 

 

表 7-1  エチルベンゼンの生体内運命 
動物種等 経路 暴露条件 結果 文献 

ラット 
Wistar 
雌 
10-12 週齢 
6 匹 

経口 [環-14C]エチルベンゼ

ン /コーンオイル 30 
mg/kg 
単回強制投与 

吸収・排泄:  
投与放射能の排泄率 (48 時間以内) 

尿中  82% 
糞中  1.5% 

したがって、少なくとも 82%が体内

吸収 
代謝: 尿中の代謝物 

マンデル酸 (23%)、馬尿酸 (34%) 
1-フェニルエチルグルクロン酸 
(微量) 

Climie et al., 
1983 
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動物種等 経路 暴露条件 結果 文献 
ラット 
albino 
雄、5 匹 

経口 エチルベンゼン 
100 mg/kg 
単回強制投与 
48 時間採尿 

代謝: 尿中代謝物の分析: 
1-フェニルエタノール 
4-エチルフェノール 
2-フェニルエタノール (微量) 

Bakke & 
Scheline, 
1970 

ラット 
Wistar 
雄、300 g 

経口 
(強制) 

エチルベンゼン 
100 mg/kg 
24時間毎 96時間採尿

代謝: 尿中のマンデル酸は、すべて R-
エナンチオマー 

 

Drummond  
et al., 1989 

ラット 
SD 
雄、4 匹 

経口 エチルベンゼン/コー

ンオイル 
350 mg/kg 
単回強制投与 
48 時間採尿 

排泄: 最初の尿中にマンデル酸とフェ

ニルグリオキシル酸が排泄 
投与 15-19 時間後に排泄濃度が最大 

  48 時間以内に大部分が排泄 

Sollenberg  
et al., 1985 

ヒト 
男性 
人数不明 

吸入 23、43、45、85 ppm 
(101、189、200、374 
mg/m3) 
8 時間 

吸収: 吸気と呼気中の濃度差を測定、 
18 回実験の平均肺吸収率が 64% 

Bardodej &  
Bardodejova, 
1970 

ヒト 
男性 6 人 

吸入 4、8、18、34、45 ppm 
(18、34、80、150、200 
mg/m3) 
8 時間 

吸収: 平均肺吸収率が 49±5% 
 
排泄:     マンデル酸の排泄率: 

暴露開始後 8 時間  22.6% 
       22 時間  43.6% 
       50 時間  55% 

マンデル酸の排泄は二相性を示す。 
半減期: 3.1、24.5 時間 

Gromiec & 
Piotrowski, 
1984 

ポリスチレ

ン製造工場

の男性労働

者、25 人 

吸入 
(全身) 

4 ppm (17.6 mg/m3)  
以下のエチルベンゼ

ンに暴露 

分布: 21 人の皮下脂肪に 0.1-0.7 mg/kg
脂肪のエチルベンゼンが検出 

Wolff et al.,  
1977 

男性ボラン

ティア 
4 人 
33-40 歳 

吸入 エチルベンゼン 
150 ppm (655 mg/m3) 
4 時間暴露 

代謝: 暴露開始後 24 時間以内の採尿、

代謝物の同定 (尿中含有率) 
主な代謝物:  

マンデル酸 (71.5%) 
フェニルグリオキシル酸 (19.1%) 

その他:  
1-フェニルエタノール (4.0%) 
p- ヒドロキシアセトフェノン 

(2.6%) 
m- ヒドロキシアセトフェノン 

(1.6%) 
1-フェニル-1,2-エタンジオール 
4-エチルフェノール 
ω-ヒドロキシアセトフェノン 
アセトフェノン 

Engstrom  
et al., 1984 

ボランティ

ア 
2 人 

吸入 エチルベンゼン 
99 ppm (435 mg/m3) 
4 時間暴露 

代謝: 尿中のマンデル酸は、すべて R-
エナンチオマー 

 
スチレンの職業暴露者  (3 人、420 

mg/m3、8 時間勤務後) の尿中マン

デル酸は、R-、S-エナンチオマー

を 1.14-1.27: 1 含む。 

Drummond  
et al., 1989 

ラット 
Harlan-Wistar 
雄、100-120 g 
3 匹 

吸入 14C-エチルベンゼン

227 ppm  
(1,000 mg/m3) 
6 時間 

吸収: 一定濃度維持のための供給量を

測定、暴露量の 44%を吸収 
分布: 暴露終了 42 時間後に組織摘出 

組織分布 (吸収放射能の残存率、%) 
肝臓 (0.014%)、消化管 (0.008%)、

Chin et al.,  
1980 
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動物種等 経路 暴露条件 結果 文献 
脂肪組織 (0.007%)、肺 (0.006%)、 
腎臓 (0.003%) 

排泄: 暴露開始 42 時間後、吸収放射能

の排泄率 
尿 82.6%、糞 0.7%、呼気 8.2% 
CO2 0.03% (体内残存 0.2%) 

ラット 
Wistar 
雄 
310-395 g 
6 匹/群 

吸入 エチルベンゼン 
300、600 ppm  
(1,320、2,640 mg/m3)
6 時間暴露 
暴露開始後 48 時間以

内の採尿 

代謝: 尿中に 14 種の代謝物を同定 
主な代謝物:  

1-フェニルエタノール、 
マンデル酸、安息香酸 

それぞれ、代謝物の約 25%、代謝物

排泄割合は暴露量によらずほぼ一

定 

Engstrom, 
1984 

ラット 
Wistar 
雄 
平均 342g  
5 匹 

吸入 エチルベンゼン 
50、300、600 ppm  
(220、1,320、2,640  
mg/m3) 
16 週間 
(6 時間/日、5 日/週) 

分布: 腎臓周囲脂肪への分布: 
暴露用量 (ppm)   50   300   600   
エチルベンゼン  8.5  167.7  262.2 

   (mg/kg 脂肪) 
代謝: 

①用量の増加による代謝物相対濃度 

の変化 
減少: マンデル酸、フェニルグルオ

キシル酸、馬尿酸 
増加:  1-フェニルエタノール、 

ω-ヒドロキシアセトフェノン 
 

②暴露時間の増加に伴ってマンデル

酸相対濃度の減少 

Engstrom  
et al., 1985 

ヒト 
男性 1 人 

経皮 エチルベンゼン蒸気

300 ppm  
(1,300 mg/m3) 
2 時間、全身暴露 
(呼吸器使用) 

吸収 : 暴露皮膚面積は総皮膚面積の

90-95%相当。 
尿中マンデル酸濃度: 暴露前、中、

後 6 時間で変化なし 

Gromiec & 
Piotrowski, 
1984 

ヒト 
男性 7 人 

経皮 水溶液 (112、156  
mg/L) 
片手、2 時間浸漬 

吸収: エチルベンゼンの皮膚吸収速度: 
0.12－0.22 mg/cm2/時間 

Dutkiewicz &
Tyras, 1967 

マウス 
HRS/J 
雄、23-32 g 
11 匹 

経皮 [環-14C]エチルベンゼ

ン 
4.1 mg/4.75μL 
0.8 cm2 
閉塞適用  (キャップ

付ステンレススチー

ル筒使用)、4 時間 

吸収: 適用量の 3.4%が吸収、 
推定吸収速度: 37μg/ cm2/分 
 

排泄: 適用開始 48 時間後の排泄量: 
   (経皮吸収量の割合) 

尿及び糞  65.5% 
呼気中   14.3% 
体内    15.5% 
表皮残留  4.5% 

Susten et al., 
1990 

ラット 
F344 
雄 
215-300 g 
6-10 匹/群 

経皮 0、47、84、134 mg/L
水溶液及び原液 
適用面積 3.1 cm2 
2 mL、閉塞適用 (キ
ャップ付ガラス筒使

用) 
24 時間 

吸収: 水溶液適用: 最大適用濃度 134 
mg/L で血液中に不検出 

原液適用: 適用後 1 時間で血中

濃度最大 (5.6 mg/L) 
 

原液の 24 時間経皮浸透量: 0.24 mL 
 

Morgan et al., 
1991 

 

 



 

 
http://www.cerij.or.jp 

13

7.2 疫学調査及び事例 (表 7-2) 

エチルベンゼンのヒト健康への影響として、眼刺激性の閾値は約 7,000 ppm (30,800 mg/m3)、

嗅覚閾値は約 6 ppm  (26 mg/m3) であったが、皮膚感作性は認められていない。 

疫学調査において、マンデル酸の尿中濃度が測定されているが、健康への影響はみられてい

ない。また、ヒト胎児に母体から胎盤を通して移行する可能性を示唆する報告がある。 

 

表 7-2 エチルベンゼンの疫学調査及び事例 
対象集団性別・

人数 
暴露状況/暴露量 結 果 文 献 

男性ボランティ

ア 
人数不明 

エチルベンゼン 
23-85 ppm  
(101-374 mg/m3)  
8 時間吸入暴露 

被験者に健康障害なし 
 

Bardodej &  
Bardodejova, 
1970 

ボランティア 
男女各 4 人 

眼刺激性及び嗅

覚試験 
エチルベンゼン

蒸気 
  

眼刺激性閾値    
約 7,000 ppm (30,800 mg/m3) 

 
嗅覚閾値 

約 6 ppm (26 mg/m3) 

Cometto-Muniz 
& Cain, 1995 

ボランティア 
25 人 

マキシマイゼー

ション法 
10% エチルベン

ゼン含有ワセリ

ン 

皮膚感作反応なし Opdyke, 1975 

エチルベンゼン

製造工場労働者

200 人 

暴露濃度 
(著者推定): 

平均  2 ppm 
 (8.6 mg/m3) 

最大  20 ppm 
 (86 mg/m3) 

20 年間観察 

尿検査: 
マンデル酸濃度  

平均  0.25 mM ( 38 mg/L) 
最大  3.25 mM (494 mg/L) 

 
血液学的・血清生化学的検査: 

ヘモグロビン値、白血球及び血小板数、

ヘマトクリット値、アラニンアミノトラ

ンスフェラーゼ活性値に変化なし 
 

過去 10 年間、腫瘍発症の報告なし 

Bardodej ＆  
Cirek, 1988 

出産した女性 
11 人 

不明 母体血と臍帯血に微量のエチルベンゼン

が検出 
Dowty et al.,  
1976 

 

 

7.3 実験動物に対する毒性 

7.3.1 急性毒性 (表 7-3) 

エチルベンゼンの経口投与の LD50 はラットで 3,500～4,700 mg/kg、吸入暴露の LC50 はラット

で 4,000 ppｍ (17,600 mg/m3) (4 時間)、経皮投与の LD50 はウサギで 15,400 mg/kg (24 時間)であ

った。 

主な毒性症状として、吸入暴露されたマウスに、流涙、呼吸数減少、また中枢神経系への影

響として鎮静、閉眼、知覚麻痺がみられる。 
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表 7-3 エチルベンゼンの急性毒性試験結果 

 マウス ラット ウサギ 
経口 LD50  (mg/kg) ND 3,500-4,700  ND 

吸入 LC50  (ppm) 
ND 4,000 (4 時間) 

 (17,600 mg/m3) 
ND 

経皮 LD50  (mg/kg) ND ND 15,400 (24 時間) 
腹腔内 LD50 (mg/kg) 2,263 ND ND 
ND: データなし 
出典：GDCh BUA, 1997 

 

 

7.3.2 刺激性及び腐食性 (表 7-4) 

ウサギに対して軽度から中等度の皮膚一次刺激性と眼刺激性がみられている。 

 

表 7-4 3-メチルピリジンの刺激性及び腐食性試験結果 
動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結果 文献 

皮膚 24時間閉塞適用 原液0.01 
mL(8.7 mg)

軽度の刺激性 Smyth et 
al., 1962

皮膚適用 
（耳介と剃

毛した腹

部） 

4週間、計20回 原液 明確な紅斑及び浮腫と表皮の壊死、

中等度の皮膚累積刺激性を示した 
Wolf et 
al., 1956

眼 ND 原液2滴 結膜に軽度の刺激反応を生じたが、

角膜には刺激反応は認められなかっ

た 

Wolf et 
al., 1956

ウサギ 

眼 ND 原液0.5 mL
（435 mg）

軽度の刺激性 Smyth et 
al., 1962

 

 

7.3.3 感作性 

調査した範囲内では、エチルベンゼンの実験動物に対する感作性に関する試験報告は得られ

ていない。 

 
7.3.4 反復投与毒性 (表 7-5) 

エチルベンゼンの反復投与毒性については、ラットを用いた経口投与試験、マウス、ラット、

ウサギを用いた吸入暴露試験が行われている。主な標的臓器は腎臓及び肝臓であり、経口投与

では、ラットの雌に肝臓及び腎臓の絶対重量の有意な増加及び肝細胞と尿細管上皮細胞の混濁

腫脹を生じ、吸入暴露では、マウスの雄に肝細胞合胞化、ラットの雄に前立腺炎、雌に腎障害

を生ずる。 

経口投与では、Wistar ラットの雌にエチルベンゼン 0、13.6、136、408、680 mg/kg/日を 1 回/

日、5 日/週の頻度で 6 か月間強制経口投与した試験で、408 mg/kg/日以上の群で肝臓及び腎臓

の絶対重量の有意な増加及び肝細胞と尿細管上皮細胞の混濁腫脹が認められた。一方、136 

mg/kg/日群では毒性影響はなかったことから (Wolf et al., 1956)、本評価書では NOAEL を 136 

mg/kg/日と判断する。 
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吸入暴露では、B6C3F1 マウスの雌雄 (50 匹/群) にエチルベンゼン 0、75、250、750 ppm (0、

330、1,100、3,300 mg/m3) を 6 時間/日、5 日/週の頻度で 103 週間吸入暴露した発がん性試験で、

すべての暴露群で生存率に差はなかったが、非腫瘍性変化として、75 ppm 以上の群の雄に肝臓

に合胞体細胞の出現増加、250 ppm 以上の群の雌に腺下垂体 (pars distalis) の過形成、750 ppm

群で雌雄に甲状腺ろ胞細胞の過形成、雄に肺胞上皮細胞の細気管支細胞化生、肝細胞肥大の出

現増加、雌の肝臓に好酸性変異細胞巣の発生増加が観察された。腎臓には影響は認められなか

った (U.S. NTP, 1999)。よって、本評価書では 75 ppm を LOAEL と判断する。 

 

表 7-5 エチルベンゼンの反復投与毒性試験結果 
動物種等 投与経路 投与期間 投与量 結 果 文献 

ラット 
Wistar 
雌 
約 11 週齢 
10 匹/群 

強制経口 6 か月間 
(1 回/日 
5 日/週) 

0、13.6、136、408、
680 mg/kg/日 
(オリーブオイ

ル) 

408 mg/kg/日以上: 
肝臓及び腎臓の絶対重量の

有意な増加、肝細胞及び尿

細管上皮細胞の混濁腫脹 
 

NOAEL: 136 mg/kg/日 

Wolf et al., 
1956 

マウス 
B6C3F1 
雄: 9 週齢 
雌: 11 週齢 
5 匹/群 

吸入 4 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 

0、99、382、782 
ppm  
(0、437、1,690、
3,460 mg/m3) 

782 ppm: 
雌雄 : 肝臓の絶対及び相対

重量の有意な増加 
 
 

Cragg et al.,
1989 

マウス 
B6C3F1 
雌雄 

吸入 13 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 

0、100、250、500、
750、1,000 ppm 
(0、440、1,100、
2,200、3,300、
4,400 mg/m3) 

750 ppm 以上: 
雌雄 : 肝臓と腎臓の絶対重

量増加 
1,000 ppm: 

雌: 腎臓の相対重量増加 

U.S. NTP,  
1992 
 

マウス 
B6C3F1 
雌雄 
6 週齢 
50 匹/群 

吸入 103 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 

0、75、250、750 
ppm 
(0、330、1,100、
3,300 mg/m3) 

75 ppm 以上: 
雄: 肝臓合胞体細胞の出現  

増加 
250 ppm 以上: 

雌: 腺下垂体末端部の 
過形成 

750 ppm: 
雌雄: 甲状腺ろ胞細胞の 

過形成 
雄 : 肺胞上皮細胞の細気管

支上皮細胞化生、 
肝細胞肥大の出現増加 

雌 : 肝臓の好酸性変異細胞

巣の発生増加 
 
LOAEL: 75 ppm (330 mg/m3) 

（本評価書の判断） 

U.S. NTP,  
1999 

ラット 
F344 
雌雄 
8 週齢 
5 匹/群 

吸入 4 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 

0、99、382、782 
ppm  
(0、437、1,690、
3,460 mg/m3) 

782 ppm: 
雌雄: 散発性の流涙と流涎、 

肝臓の絶対及び相対重

量の有意な増加 
雄: 血小板数の有意な増加 
雌: 白血球数の増加 

Cragg et al.,
1989 
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動物種等 投与経路 投与期間 投与量 結 果 文献 
ラット 
F344/N 
雌雄 

吸入 13 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 

0、100、250、500、
750、1,000 ppm 
(0、440、1,100、
2,200、3,300、
4,400 mg/m3) 

500 ppm 以上: 
雌: 肝臓と腎臓の絶対重量  

増加 
750 ppm 以上: 

雄: 肝臓と腎臓の絶対及び  
相対重量の増加 

U.S. NTP,  
1992 
 

ラット 
Wistar 
雄 
平均 342 g 
5 匹/群 

吸入 16 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 

0、50、300、600 
ppm  
(0、220、1,320、
2,640 mg/m3) 

肝臓 
50 ppm 以上: 

UDP-グルクロノシルトラン

スフェラーゼ活性増加 
300 ppm 以上: 

NADPH-シトクロム cレダク

ターゼ活性、7-エトキシ O-
デエチラーゼ活性が増加 

600 ppm: 
肝細胞に滑面小胞体の増

生、粗面小胞体の脱顆粒化、 
ミトコンドリアの拡張 
 

腎臓 
50 ppm 以上: 

7-エトキシ O-デエチラーゼ

活性、UDP-グルクロノシル

トランスフェラーゼ活性の

用量に依存した増加 

Elovaara  
et al., 1985 

ラット 
F344/N 
雌雄 
6 週齢 
50 匹/群 

吸入 104 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 

0、75、250、750 
ppm 
(0、330、1,100、
3,300 mg/m3)  

75 ppm 以上: 
雄: 前立腺炎の増加 
雌: 腎障害の有意な増加 

750 ppm: 
雌雄: 尿細管上皮過形成 
雄: 生存率の有意な低下 

血管壁と胃の鉱質沈着 
 

LOAEL: 75 ppm (330 mg/m3) 
（本評価書の判断） 

U.S. NTP,  
1999 

ウサギ 
NZW 
雌雄 
3-4 kg 
5 匹/群 

吸入 4 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 

0、382、782、1,610 
ppm 
(0、1,690、3,460、
7,120 mg/m3) 

1,610 ppm: 
一時的かつ軽微な体重増加

抑制 
 
 

Cragg et al.,
1989 

 
 
7.3.5 生殖・発生毒性 (表 7-6) 

エチルベンゼンの生殖・発生毒性については、マウス、ラット、ウサギを用いた吸入暴露試

験が行われており、ラットでは母動物毒性を示し、暴露量によっては催奇形性を示す可能性は

否定されていない。一方、生殖毒性、胎児毒性について、有りとする報告と無しとする報告が

あり、生殖毒性及び胎児毒性の有無は現時点では判断できない。また、ウサギでは催奇形性は

示さないが、母動物毒性、生殖毒性、胎児毒性について、有りとする報告と無しとする報告が

あり、ウサギにおける母動物毒性、生殖毒性、胎児毒性の有無は現時点では判断できない。 
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表 7-6 エチルベンゼンの生殖・発生毒性試験結果 
動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結果 文献 
マウス 
CFLP 
妊娠雌 
20 匹/群 

吸入 妊娠 6-15日
目まで 
24 時間/日、

連続暴露、

妊娠 18 日

目に帝王切

開 

0、500 mg/m3 500 mg/m3: 
胎児の体重低値、 
胎児の骨格形成遅延 
尿路系の異常発生率の有意な増

加 (対照群 4%に対して 10%) 
 

Ungvary & 
Tatrai, 1985

ラット 
Wistar 
雌:8 週齢 
雄: 
10 週齢 
(交配時) 
29-33 匹/
群 

吸入 雌のみ暴露 
7 時間/日、 
5 日/週、 
3 週間暴露

後交配、 
妊娠 1-19日
7 時間/日、

連日暴露、 
21日目に帝

王切開 

交配前: 
0、97、959 ppm 
(0、427、4,220 mg/m3)
 
妊娠期間: 
0、97、985 ppm 
(0、427、4,330 mg/m3)

97 ppm 以上: 
胎児: 過剰肋骨の出現率増加 

(用量関連性なし) 
959/985 ppm: 

母動物: 肝臓、腎臓、脾臓の絶対

及び相対重量の有意な増加 
 

NOAEL (本評価書の判断): 
母動物毒性: 97 ppm (427 mg/m3) 

 

Andrew  
et al., 1987; 
Hardin    
et al., 1981 

ラット 
CFY 
妊娠雌 
17-20 匹/ 
群 

吸入 妊娠 7-15日
目まで 
24 時間/日、

連続暴露、

妊娠 21 日

目に帝王切

開 

 0、600、1,200、2,400 
mg/m3 

600 mg/m3 以上: 
胚吸収率の増加 
胎児の骨格形成遅延 

2,400 mg/m3: 
胎児に過剰肋骨の増加、 
尿路系及び骨格異常発生率の有

意な増加 (対照群 1%に対して

7%) 

Ungvary & 
Tatrai, 1985

ウサギ 
NZW 
雌雄: 
5.5-7 月 
齢 
29-30 匹/ 
群 

吸入 交配後雌の

み暴露 
妊娠 1-29日
7 時間/日、

連日暴露、

妊娠 30 日

目に帝王切

開 

0、99、962 ppm 
(0、436、4,230 mg/m3)

962 ppm: 
母動物: 肝臓の相対重量の増加 
胎児: 外表、内部器官、骨格に有

意な異常なし 
 

 

Andrew  
et al., 1987; 
Hardin    
et al., 1981 

ウサギ 
NZW 
妊娠雌 
3-9 匹/群 

吸入 妊娠 7-20日
目まで 
24 時間/日、

連続暴露、

妊娠 30 日

目に帝王切

開 

0、500、1,000 mg/m3 500 mg/m3: 
胎児雌の体重低値 

1,000 mg/m3: 
母動物に体重増加抑制、流産の増

加 
 

Ungvary & 
Tatrai, 1985

 
 
7.3.6 遺伝毒性 (表 7-7) 

エチルベンゼンの遺伝毒性については、in vitro 試験で、マウスリンパ腫細胞を用いた前進突

然変異試験、シリアンハムスター胚細胞を用いた小核及び形質転換試験で陽性を示したものの、

細胞毒性を示す用量での結果あるいは用量依存性を示していないことから、現時点では陽性と

みなしがたい。一方、細菌を用いた復帰突然変異試験、染色体異常試験などの多くの試験で陰

性であり、in vivo 試験でのマウス小核試験も陰性であった。したがって、エチルベンゼンは遺

伝毒性を示さないと判断する。 
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表 7-7 エチルベンゼンの遺伝毒性試験結果 
用量 結果 1) 

試験系 試験材料 処理条件
最低 最高 ‐S9  +S9 

文献 

ネズミチフス菌 
TA98、TA100、 
TA1535、TA1538 

プレイン 
キュベー 
ション 

3-3,200 
μg/plate 

 
－  － 

Florin et al.,  
1980 

ネズミチフス菌 
TA98、TA100、 
TA1535、TA1537、 
TA1538 

プレイン 
キュベー 
ション 
 

0.2-2,000 
μg/plate 

 
－  － 
 

Dean et al.,  
1985 

ネズミチフス菌 
TA97、TA98、 
TA100、TA1535 

プレイン 
キュベー 
ション 

10-1,000 
μg/plate 

 
－  － 
 

Zeiger et al.,  
1992; 
(U.S. NTP,  
1999) 

復帰突然変

異 

大腸菌 
WP2、WP2uvrA 

プレイン 
キュベー 
ション 

0.2-2,000 
μg/plate 

 
－  － 
 

Dean et al.,  
1985 

遺伝子変換 酵母 
Saccharomyces 
serevisiae JD1 

プレイン 
キュベー 
ション 

10-5,000 
μg/ml 

－  － Dean et al.,  
1985 

前進突然変

異 
マウスリンパ腫

細胞 
L5178Y TK+/- 

プレイン 
キュベー 
ション 

0-80 
μg/ml 

＋  ND McGregor  
et al., 1988 

ラット肝細胞株 
RL1、RL4 

プレイン 
キュベー 
ション 

25-100 
μg/ml 

－  ND Dean et al.,  
1985 

染色体異常 
 

CHO 細胞 2) プレイン 
キュベー 
ション 

75-125 
μg/ml 

－  － U.S. NTP, 1999

小核 シリアンハムス

ター胚細胞 
24 時間暴

露 
25-200 
μg/ml 

＋  ND Gibson  
et al., 1997 

姉妹染色分

体交換 
CHO 細胞 2) プレイン 

キュベー 
ション 

75.5-150 
μg/ml 

－  － U.S. NTP, 1999

in 
vitro 

形質転換 シリアンハムス

ター胚細胞 
24 時間 
7 日間 
エ チ ル ベ

ン ゼ ン 処

理 

100-500 
100-200 
μg/ml 

－  ND 
＋  ND 

Kerckaert  
et al., 1996 

雄マウス骨髄赤

血球 
 腹腔内投与 

650 mg/kg/匹、

2 回 

－ Mohtashamipur 
et al., 1985 

in vivo 小核 

マウス 
B6C3F1、雌雄 
末梢血赤血球 

 吸入暴露 
1,000 ppm  
(1,626-4,335   

mg/m3) 
13週間 (6時間

/日、5 日/週) 

－ U.S. NTP, 1999

1) ＋: 陽性; －: 陰性; ND;データなし 
2) CHO 細胞: チャイニーズハムスター卵巣細胞 
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7.3.7 発がん性 (表 7-8、表 7-9) 

エチルベンゼンの実験動物での発がん性については、マウス、ラットを用いた吸入暴露試験

が行われており、750 ppm (3,300 mg/m3) の 2 年間の吸入暴露で、マウスでは雄の肺と雌の肝臓

に、ラットでは雌雄の腎臓に腫瘍を生ずることを示している。 

IARC は U.S. NTP (1999) の発がん性試験結果を引用し、グループ 2B (ヒトに対して発がん性

がある可能性がある物質) と評価している。 

 

表 7-8 エチルベンゼンの発がん性試験結果 
動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結果 文献 
マウス 
B6C3F1 
雌雄 
6 週齢 
50 匹/群 
 

吸入 103 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 
 

0、75、250、750 ppm 
(0、330、1,100、3,300 
mg/m3) 

750 ppm: 
雄: 肺胞と細気管支の腺腫の有意

な増加 
雌: 肝細胞の腺腫の有意な増加、

肝細胞がんの増加 
 
雄:              投与量 (ppm)     
             0   75   250  750 
動物数      50   50    50   50 
肝細胞腺腫   0    0     0    0 
肝細胞がん   0    0     0    0 
肺腺腫       5    9    10   16* 
肺がん       2    1     5    3 
 
雌:              投与量 (ppm)     
             0   75   250  750 
動物数      50   50   50    50 
肝細胞腺腫   6    9   12    16* 
肝細胞がん   7    4    3    12 
肺腺腫       4    4    5     8 
肺がん       0    2    0     0 

U.S. NTP,  
1999 

ラット 
F344/N 
雌雄 
6 週齢 
50 匹/群 

吸入 104 週間 
(6 時間/日 
5 日/週) 
 

0、75、250、750 ppm 
(0、330、1,100、3,300 
mg/m3) 

750 ppm: 
雌雄: 尿細管腺腫の有意な増加 
雄:   尿細管がんの増加傾向 
 

雄:              投与量 (ppm)     
             0   75   250  750   
動物数      50   50   50   50 
尿細管 

過形成    11    9   11   23* 
腺腫       3    5    7   20* 
がん       0    0    1    3 

 
雌:              投与量 (ppm)     
             0   75   250  750   
動物数      50   50   50   50 
尿細管 

過形成     1    2    4   10* 
腺腫       0    0    1    8* 

U.S. NTP,  
1999 

* : 統計学的に有意差あり 
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表 7-9 エチルベンゼンの国際機関等での発がん性評価 
機関/出典 分 類 分 類 基 準 

IARC (2005) グループ 2B ヒトに対して発がん性がある可能性がある物質。 

ACGIH (2005) A3 
ヒトへの関連性は不明であるが、実験動物で発がん性が

確認された物質。 
日本産業衛生学会

(2005) 
第 2 群 B 

人間に対しておそらく発がん性があると考えられる物

質であるが、証拠が比較的十分でない物質。 
U.S. EPA (2005) グループＤ ヒト発がん性に関して分類できない物質。 
U.S. NTP (2005) － 発がん性について評価されていない。 

 

 
7.4 ヒト健康への影響 (まとめ) 

エチルベンゼンの生体内運命に関して、ヒトにおいて、エチルベンゼン蒸気の吸入による吸

収は速やかであるが、経皮吸収はほとんどなく、水溶液からの皮膚吸収は遅い。また、ラット

では、液状エチルベンゼンの経口による吸収は速やかであり、エチルベンゼン蒸気の吸入によ

る吸収も速いが、液状エチルベンゼンの経皮吸収は、ラット、マウスとも遅い。吸入暴露され

た動物の体内では、エチルベンゼンは肝臓、消化管、脂肪組織、肺及び腎臓に分布する。吸入 (全

身) 暴露されたヒトでは皮下脂肪に検出される。吸収されたエチルベンゼンは、主に、ヒトで

はマンデル酸とフェニルグリオキシル酸に、ラットでは 1-フェニルエタノール、マンデル酸、

安息香酸及び馬尿酸に代謝され、尿、糞中に排泄される。ラットでは、吸入暴露 42 時間後に、

体内吸収されたエチルベンゼンの体内残存量は 0.2％となり、大部分が尿、糞、呼気中に排泄

される。ヒトの吸入暴露によるマンデル酸尿中排泄の結果から、ヒトにおいて 50 時間前後には

エチルベンゼンの大部分が排泄されるものと推測される。 

エチルベンゼンのヒト健康への影響として、眼刺激性の閾値は約 7,000 ppm (30,800 mg/m3)、

嗅覚閾値は約 6 ppm  (26 mg/m3) であったが、皮膚感作性は認められていない。疫学調査にお

いて、マンデル酸の尿中濃度が測定されているが、健康への影響はみられていない。また、ヒ

ト胎児に母体から胎盤を通して移行する可能性を示唆する報告がある。 

エチルベンゼンの実験動物に対する急性毒性として、経口投与の LD50 は、ラットで 3,500～

4,700 mg/kg、吸入暴露の LC50 は、ラットで 4,000 ppｍ (17,600 mg/m3) (4 時間)、経皮投与の LD50

は、ウサギで 15,400 mg/kg (24 時間) である。主な毒性症状として、呼吸数減少、鎮静、知覚麻

痺などが認められる。 

刺激性については、ウサギに対して軽度から中等度の皮膚一次刺激性と眼刺激性を示す。 

実験動物に対する感作性については、適切に評価できる試験報告はない。 

反復投与毒性に関して、エチルベンゼンの主な標的器官は、マウス、ラットともに腎臓及び

肝臓である。エチルベンゼンは、経口投与では、ラットの雌に肝臓及び腎臓の絶対重量の有意

な増加及び肝細胞と尿細管上皮細胞の混濁腫脹を生ずる。吸入暴露では、マウスの雄に肝臓合

胞体細胞の出現増加、ラットの雄に前立腺炎、雌に腎障害を生ずる。経口暴露の NOAEL は、

ラットの 6 か月間暴露による肝臓及び腎臓の病理組織学的変化を指標とした 136 mg/kg/日であ

る。吸入暴露については、2 年間の試験で、最低濃度である 75 ppm で腎臓及び肝臓に毒性影響

が認められ、LOAEL は 75 ppm (330 mg/m3) である。 
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エチルベンゼンの生殖・発生毒性に関して、エチルベンゼンはラットでは母動物毒性を示し、

暴露量によっては催奇形性を示す可能性は否定されていない。一方、生殖毒性、胎児毒性につ

いて有りとする報告と無しとする報告があり、生殖毒性及び胎児毒性の有無は現時点では判断

できない。また、ウサギでは催奇形性は示さないが、母動物毒性、生殖毒性、胎児毒性につい

て、有りとする報告と無しとする報告があり、ウサギにおける母動物毒性、生殖毒性、胎児毒

性の有無は現時点では判断できない。 

エチルベンゼンの遺伝毒性に関して、in vitro 試験で、マウスリンパ腫細胞を用いた前進突然

変異試験、シリアンハムスター胚細胞を用いた小核及び形質転換試験で陽性を示したものの、

細胞毒性を示す用量での結果あるいは用量依存性を示していないことから、現時点では陽性と

みなしがたい。一方、細菌を用いた復帰突然変異試験、染色体異常試験などの多くの試験で陰

性であり、in vivo のマウス小核試験も陰性であった。したがって、エチルベンゼンは遺伝毒性

を示さない。 

エチルベンゼンの発がん性に関して、2 年間吸入暴露で、マウスでは雄の肺と雌の肝臓に、

ラットでは雌雄の腎臓に腫瘍を生ずる。なお、IARC はエチルベンゼンをグループ 2B (ヒトに

対して発がん性がある可能性がある物質) に分類している。 
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